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イ
ラ
ン
の
脅
威
ま
た
は
潜
在
的
脅
威
に
係
る
鳩
山
由
紀
夫
内
閣
の
認
識
に
関
す
る
質
問
主
意
書

「
政
府
答
弁
書
一
」
（
内
閣
衆
質
一
七
四
第
四
〇
〇
号
）
及
び
「
政
府
答
弁
書
二
」
（
内
閣
衆
質
一
六
四
第
三
〇
一
号
）
、

「
政
府
答
弁
書
三
」
（
内
閣
衆
質
一
六
四
第
一
七
八
号
）
を
踏
ま
え
、
質
問
す
る
。

一

先
の
質
問
主
意
書
で
、
核
不
拡
散
に
関
す
る
二
〇
〇
六
年
四
月
以
降
の
イ
ラ
ン
の
取
り
組
み
に
対
す
る
政
府
の
評
価
に
つ

い
て
問
う
た
と
こ
ろ
、
「
政
府
答
弁
書
二
」
で
は
「
政
府
と
し
て
は
、
四
月
二
十
八
日
付
け
の
国
際
原
子
力
機
関
事
務
局
長

報
告
に
お
け
る
指
摘
等
を
踏
ま
え
、
イ
ラ
ン
・
イ
ス
ラ
ム
共
和
国
（
以
下
「
イ
ラ
ン
」
と
い
う
。
）
は
国
際
原
子
力
機
関
理

事
会
及
び
国
際
連
合
安
全
保
障
理
事
会
の
要
求
事
項
を
十
分
に
履
行
し
て
い
な
い
と
認
識
し
て
お
り
、
イ
ラ
ン
は
こ
れ
ら
の

要
求
事
項
を
誠
実
に
履
行
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
。
右
の
答
弁
書
が
閣
議
決
定
さ

れ
た
同
年
六
月
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
、
核
不
拡
散
に
関
す
る
同
国
の
取
り
組
み
に
つ
き
、
鳩
山
由
紀
夫
内
閣
と
し
て
ど
の

様
な
評
価
を
し
て
い
る
か
。

二

本
年
四
月
十
二
日
か
ら
十
三
日
に
か
け
て
、
米
国
ワ
シ
ン
ト
ン
で
核
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
・
サ
ミ
ッ
ト
が
開
催
さ
れ
た
。
ま

た
、
十
二
日
夜
の
四
十
七
か
国
の
首
脳
ら
が
集
う
夕
食
会
に
お
い
て
、
鳩
山
由
紀
夫
内
閣
総
理
大
臣
と
オ
バ
マ
米
国
大
統
領

は
、
十
分
程
の
会
談
を
行
っ
て
い
る
。
「
政
府
答
弁
書
一
」
で
は
、
「
イ
ラ
ン
の
核
問
題
に
つ
い
て
、
オ
バ
マ
米
国
大
統
領

一



か
ら
提
起
さ
れ
、
鳩
山
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
は
、
イ
ラ
ン
の
核
開
発
に
関
す
る
懸
念
を
共
有
す
る
と
述
べ
、
対
話
に
よ
る
解

決
の
重
要
性
を
指
摘
し
つ
つ
、
国
際
原
子
力
機
関
を
始
め
と
す
る
国
際
社
会
と
の
協
力
が
進
展
し
な
い
場
合
は
、
国
際
社
会

に
よ
る
追
加
的
措
置
が
や
む
を
得
な
い
と
の
考
え
を
述
べ
る
と
と
も
に
、
平
成
二
十
二
年
四
月
の
国
際
連
合
安
全
保
障
理
事

会
の
議
長
国
と
し
て
も
緊
密
に
連
携
し
て
い
く
こ
と
を
述
べ
た
。
」
と
、
そ
の
際
に
イ
ラ
ン
に
対
す
る
追
加
的
措
置
に
つ
い

て
日
米
首
脳
が
同
意
し
た
と
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
。
先
の
質
問
主
意
書
で
、
政
府
と
し
て
イ
ラ
ン
を
脅
威
ま
た
は
潜
在

的
脅
威
と
認
識
し
て
い
る
か
と
問
う
た
と
こ
ろ
、
「
政
府
答
弁
書
三
」
及
び
「
政
府
答
弁
書
二
」
で
は
、
「
我
が
国
と
イ
ラ

ン
の
二
国
間
関
係
を
始
め
と
す
る
国
際
情
勢
等
を
含
め
総
合
的
に
判
断
し
て
、
現
時
点
に
お
い
て
、
イ
ラ
ン
を
脅
威
又
は
潜

在
的
脅
威
と
は
認
識
し
て
い
な
い
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
。
鳩
山
内
閣
と
し
て
、
現
時
点
で
イ
ラ
ン
を
脅
威
ま
た

は
潜
在
的
脅
威
と
認
識
し
て
い
る
か
。

右
質
問
す
る
。

二


